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被災時に必要になる避難所
大地震や台風などの大災害が起きると，電
気，ガス，水道が使えなくなり，避難所に避
難する場合がある。各自治体には，あらかじ
め避難所指定された建物があり，その代表例
が学校である。学校は普段から地域の運動会
が行われたり体育館が選挙での投票所になる
など，地域に根付いた身近な公共施設であ
る。日本各地の市町村も学校等が避難所にな
ることを見越し，運営のマニュアルを所持し
ている。
学校施設の防災機能に関する実態調査（国
立教育政策研究所　2013）によれば，全国の
公立学校のうち，95.2％の小・中学校（約
２万8,000校）が地方自治体により避難所に指
定されている。学校が避難所に指定されやす
い理由には，A：地域の中でなじみがあり，
いろいろな人が知っている。B：水道やトイ
レ，家庭科室，保健室，給食室など，大勢の
人間が生活できる最低限の基盤がある。C：
大きな広い場所（グラウンド，体育館，写真
１）で，大勢の人・物を受け入れられる，と
いったものがあげられる。
開設した避難所で起こる課題
避難所を開設しても，大量の避難者が殺到
した場合，多くの問題が起こる。
問題１：避難所が大混乱する
想定外に大勢の避難者が殺到した場合，避
難所が大混乱する。また収容人数を超えた場
合，指定されていない施設も避難所等に利用
する臨機応変な対応が求められる。なお，内
閣府は，大地震対策として避難所の受け入れ
の際，弱者を優先する「トリアージ」（選
別）を提言している。
問題２：子ども・女性などの弱者への
配慮がされない
乳幼児を抱えた母親の多くは，子どもの泣
き声など周囲への気兼ねから，早々に避難所
を離れることがある。やむなく自宅で避難生
活を行う場合，避難所に集まる情報や物資を
得にくくなる。また避難所では女性のプライ
バシー確保が困難である。着替え場所，洗濯
場所，仮設トイレ（写真２）などが男女別で
写真１　約30人が避難生活を送る小学校体育館の様子　体育館マットや段ボールの仕切りをつかって各避難者が場所
を確保している。（熊本県　2016年５月７日）
特集 平成時代の大災害から学ぶ
平成時代の被災者から学ぶ
東京理科大学 理工学部 建築学科 准教授　垣
かき
野
の
　義
よし
典
のり
25理大 科学フォーラム　2019（12）
ない上，避難所の運営委員に女性が少なかっ
たため，下着や生理用品などを要望しにくい
などの問題が発生する。
問題３：高齢者，障害者，体調不良者への
配慮がされない
避難所での生活は，行動の制限，生活環境
の変化により生活が不活発になりやすい。そ
のため，避難生活の長期化から起きる体調不
良，身体の機能低下等健康上の問題が起き
る。障害者への対応は，災害時要援護者対応
計画として定められている。しかし，集団生
活に馴染めない，周囲の避難者からの理解が
得られない，設備が不十分等の理由から避難
所での生活が困難となる。また，保護者が集
団生活は無理と判断し，避難所で生活しない
者もいる。これらの場合，自宅での避難生活
を余儀なくされ，情報や支援されるべき物資
を得る機会を失う。
問題４：避難所運営を行う組織体制がなく
一部に大きな負担がかかる
多くの避難所では運営する組織体制がな
く，一部の者に大きな負担がかかる。学校の
場合，校舎を熟知している教師が陣頭指揮を
とる場合も多く，仮眠もそこそこに２週間も
の間，避難所の運営にかかりきりだったケー
スもある。
学校を避難所として
使用する場合（図１）
避難所には就寝，炊き出
し，物資保管，配給，広
報，救護など多岐にわたる
機能が求められる。学校を
避難所として使用する場
合，これらの機能を合理的
に配置する必要がある。
１）避難者の居住スペース
（写真１）：主に体育館を使
用する。１人当たり２m2
が基準となる。避難者を収
容しきれない場合，普通教室や特別教室，廊
下も使ってスペースの確保を行う。近隣に住
む世帯同士同じ場所にまとめ，部屋やスペー
スを割りあてるとよい。顔なじみであること
で避難者の人数把握や食料配布時の数量確
認，情報交換が容易になり，プライバシー確
保問題の緩和が図れる。
２）更衣室・授乳室：女性に配慮し人目から
離れ，居住スペースから遠い場所に更衣室や
授乳室を配置するとよい。
３）運営本部：避難者の主な生活空間である
体育館内や建物の入口付近，また体育館付近
に位置する特別教室に設置する。同時に支援
物資も安全管理上，運営本部付近で管理す
る。
図１　学校を避難所に使用する場合の機能配置例
写真２　仮設トイレ
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４）トイレ，生活水，風呂：ライフラインが
停止すると，数日～数週間断水の状態が続
く。給水設備が高置水槽式の場合，当初は水
槽に残っている水を使用できるが，水槽の水
を使い切った後はプールの水を汲んで使用す
る。仮設トイレは避難所１ヵ所につき５～10
基の設置が必要である。過去の事例から，実
際に仮設トイレが搬入・設置されるまで２～
３週間ほどかかる。仮設トイレが設置される
までは校庭や体育館裏の空地に溝を堀り，水
を使用しなくてもよい簡易トイレを作成す
る。シャワーや風呂も利用できないため，自
衛隊が校庭に簡易風呂を設置したり，風呂を
利用できる場へ送迎することになる。
５）医療，身体弱者対応スペース：保健室は
医療空間に適している。高齢者や身体障害者
への対応としては，トイレの近くや１階の教
室への優先的入居を行うとよい。家族や近隣
同士で同室にするとよい。また一時的に学校
内に遺体安置所が設置されることもある。
６）炊き出し場所：大勢の避難者に炊き出し
を行うことがあるが，ガスなどの火気を扱う
ため場所が限られる。天候に左右されない校
舎内や体育館の昇降口付近など屋根のある屋
外空間がふさわしい。
７）駐車場所：世帯単位で自動車で避難して
くる者も多いため，校庭を効率よく使う。特
に救援物資の搬入ルートを確保する。
８）ペット対応スペース：ペットと一緒に避
難してくる避難者も多い。対策には，① ペ
ットを集めて専用の部屋内で管理する，
② 運動場の遊具にくくりつける，③ 飼い主
とペットが同居して生活できる部屋を設け
る，などがある。
９）交流スペース：長期にわたる避難生活の
負荷をさげるため図書室を交流スペースにす
るとよい。喫煙場所は火気
を扱う上，学校施設内での
児童・生徒への教育上好ま
しくないといった理由か
ら，できるだけ敷地外に近
い門や昇降口付近をスペー
スとして当てる。
10）ボランティアの詰め
所：大災害時に，ボランテ
ィアの支援が入ることがあ
る。特別教室を用いて詰め
所とする。
避難所を円滑に
運営するために
空間の機能面・設備面か
らみた課題と対応策一覧
（表１）を示すとともに，
以下に課題と対応策につい
て補足する。
１．避難所の収容可能人数
をあらかじめ算定しておく
表１　空間の機能面・設備面からみた対応策一覧
機能・設備を確保する上での課題 実際にとられた対応，とるべき対応
１
誰が，どこを居住スペースとして
使用するか
収容人数の目安を把握しておき，近隣に住む
世帯同士をまとめて，体育館や校舎内にふり
わける
２ 女性に配慮した部屋の確保 授乳室，更衣室を確保する
３
避難所運営本部をどこに確保する
か
体育館内の一部のスペースや入り口付近，体
育館に近い特別教室
４ 職員室の使用方法
教職員が常駐・宿泊する部屋として使用。学
校再開を見越して，避難所には使わない
５
水道が復旧しない場合，トイレを
どう確保するか
仮設トイレの設置もしくは，校庭や体育館裏
に溝をほり，簡易トイレとする
６ 医療空間をどこに確保するか
保健室もしくは特別教室を簡易医務室として
利用する
７
高齢者・身体障害者用居住スペー
スへの配慮
①トイレ近くもしくは１階の教室を居住場所
とする　②家族や近隣同士がまとまって生活
できるようスペースを確保する
８
物資の保管場所をどこに設置する
か
居住スペースと運営本部に近く，できるだけ
広い場所に設置
９ 炊き出し場所をどこに設置するか 昇降口付近など屋根のある屋外空間
10
災害情報などをどのように取得す
るか
ラジオが主力，ソーシャルネットワークツー
ルも利用
11
避難者がつれてきたペットをどう
扱うか
①ペットを集めて専用の部屋内で管理する　
②運動場の遊具にくくりつける　③飼い主と
ペットが同居して生活できる部屋を設ける
12
喫煙者の喫煙場所をどう設置する
か
①できるだけ敷地外に近い門や昇降口付近　
②喫煙できる時間帯を決める
13 子どもの遊び場をどう設置するか
体育館の一画や校舎１階の隅，図書室，児童
会室など
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被災直後，予想を上回る人数が避難所に
殺到した場合，避難生活スペースへのスム
ーズな誘導や対応が困難である。避難所指
定されている施設の管理者，例えば教職員
は，あらかじめ体育館や校舎への収容可能
人数を算定しておくことが重要である。
２．非常食や飲料水，毛布などの災害時用
備蓄品の有無や数量を把握しておく（表２）
過去の大災害で避難所になった施設には
災害備蓄品がほとんど無かった。被災して
１日目から避難者への配給品が全く足り
ず，体調面・精神面において避難者に大き
な負担を与えた。自助による避難生活期で
ある１～３日分の災害用備蓄品は避難所とな
る施設に普段から備蓄する必要がある。ま
た，外部から届いた救援物資の保管に関して
も，避難者に公平に分配できるよう，安全管
理上，避難所運営本部に近い場所を確保して
おく。
３．ライフラインの停止時でも使える生活機
能の有無
被災時，電気，水道，ガスといったライフ
ラインが停止し，トイレや空調，照明や情報
機器の使用などが制限される。しかし，施設
によってはプロパンガスを採用していたり，
給水設備が高置水槽式で，貯水の分トイレの
使用が可能な場合がある。ライフライン停止
時でも使用できる設備があるかどうか，事前
に把握しておくとよい。
４．避難者のニーズに合わせた居住スペース
の振り分け，必要機能の付加
避難者には乳幼児から高齢者，身体障害者
や妊婦，地域住民や帰宅困難者などさまざま
で，犬や猫などのペットも含まれる。多岐に
わたる避難者に対応した居住スペースの振り
分けや更衣室・授乳室，ペット専用の部屋と
いった機能の付加が必要となり，こどもたち
の遊ぶ場所や避難生活者の交流の場，喫煙者
のための喫煙所など，娯楽スペースも避難生
活において大きな役割がある。避難者のニー
ズに柔軟に対応できるよう，さまざまな機能
を配置する必要がある。
５．学校の授業再開期における避難者と学校
関係者の住み分け
学校が避難所になる場合，被災から数週間
後，学校の授業が再開される。しかし避難所
閉鎖が難しい学校では，学校関係者と避難生
活者の住み分けが必要となる。通常，体育館
など一箇所に避難者を集め，避難生活場所と
授業を行う場所が重ならないよう計画する必
要がある。体育館だけで避難者を収容できな
い場合は，校舎内の教室も使う。学校によっ
ては教室数に余裕がないため，学校の授業再
開期では，避難者と学校関係者との動線の混
線をできる限り避けつつ，最低限の学校業務
が行えるよう計画する。
６．情報源の種類，情報の収集方法
被災時，電気が停止し，テレビや電話とい
った電源の必要な情報機器は使用できない。
その中で安定して得られる情報源がラジオで
ある。また携帯電話やスマートフォンなどの
携帯情報機器は，回線が全く繋がらず，バッ
テリー切れで使用できなくなる可能性が高
い。過去の災害では，回線が繋がった場合ソ
ーシャルネットワークツールを利用して必要
な物資の情報や避難所の状況を発信し，外部
との情報交換を行った。
表２　備蓄倉庫内に保管される備蓄品例
品目
ビスケット（発災初日用） 仮設トイレ（屋外用・室内用）
アルファ米（発災２・３日目用） パック毛布
飲料水 投光器
粉ミルク コードリール
ひげそりセット 発電機
カセットコンロ 懐中電灯
カセットコンロ用ボンベ 生理用品
箸 紙おむつ
紙皿 ティッシュペーパー
紙コップ パックタオル
折畳水容器 三角巾
缶切 ブルーシート
哺乳瓶 バケツ
